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 鶏胚の発生はヒトに比べて、その期間が短く、伝統的に生物学のモデルサンプルとして研究対

象になってきた。また、基礎医学としても、薬剤試験やガンの発達、循環器系などのモデル生物

としても用いられてきた。一方で、発生過程を継続的に観測するには、殻内による観測の制限や

殻外における鶏胚の成長の不安定化が問題であった[1]。しかし、この不安定化の問題を、カルシ

ウム投与や、適度な通気の維持による無殻培養法が解決した[2]。この培養方では、鶏胚が孵化時

期まで成長する。これより原理的には、殻内における鶏胚の成長を、初期発生からの光学的観測

を可能にする。心臓の場合、チューブ状からペアの心房・心室までの形状変化を観測できる。ま

た、光干渉断層像 (optical coherence tomography, OCT)を用いることにより、心臓の発生過程を、3D

像として得られる。そこで、我々は無殻培養法＋OCT により、先天性心臓疾患の環境因子として

知られているアルコールの影響を、エタノールの投与として調べた。 

 SS-OCT は、AxsunTechnologies 社の中心波長が 1320 nm の光源を用い、光路や PC インターフェ

イスは北里大学の大林グループの OCT を参考に自作した[2]。この OCT では 40 Hz の断層画像が

得られ、約 3 Hz のニワトリ胚心臓の拍動間隔 (IBI)も解析できる。 

 

エタノール投与の胚では、〜96h 迄において、多く心臓の拍動の停止が観測され、それまでの心臓

と拍動間隔を Fig. 1 に示す。Fig.1a は受精後 48hと 60h の投与なしの心臓と、24h にエタノールの

投与をした同時期の心臓である。＄＄＆＆％＄。またそれぞれの拍動間隔を Fig1c.に示す。エタノ

ールを投与した心臓は拍動間隔が大きくなり、96h においては拍動が停止した。 
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Fig. 1.(a)Chick heart development of control and with ethanol (50v/v%) .(b) IBI of chick at 60h, 84h, and 96h 

with ethanol(50v/v%). 
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